
 令和７年度 

シラバス 

教科・科目 商業・ソフトウェア活用 単位数 ３ 

 

学年・クラス  ３学年 （ 必修 ・ 選択 ） 担 当 者 保坂剛司 

使用教科書 実教出版 ソフトウェア活用 

使用副教材 なし 

目 標 

商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，

地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

授業の内容・進め方 

 商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，企業活動にお

けるソフトウェアの活用に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

評価規準（観点別達成目標・評価項目） 

評価の観点 ① 知識・技能 ② 思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

観点別達成目標 

企業活動におけるソフトウェ

アの活用について実務に即して

体系的・系統的に理解するとと

もに，関連する技術を身に付け

ている。 

 

企業活動におけるソフトウェ
アの活用に関する課題を発見し
，ビジネスに携わる者として科
学的な根拠に基づいて創造的に
解決しようとしている 

企業活動を改善する力の向上

を目指して自ら学び，企業活動

におけるソフトウェアの活用に

主体的かつ協働的に取り組もう

としている。 

 

評価の割合 １ １ １ 

 

 評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 
③主体的に学習に 

取り組む態度 

評 

価 

項 

目 

定期考査（年２回） ◎ ○ ○ 

小テスト（適宜実施） ○ ◎ ○ 

課題提出①（適宜実施） ○ ○ ◎ 

課題提出②（夏季・冬季休業中の課題） ○ ◎ ○ 

授業への参加（通年） ○ ○ ◎ 

 

・観点別評価 ３つの 観点別に各評価項目の達成率でＡ・Ｂ・Ｃを決定する。 

Ａ：十分満足できる    Ｂ：おおむね満足できる   Ｃ：努力を要する 

・評価・評定 観点別評価から総合的に成績（評価・評定）を決定する。 

 

 

  



指導計画及び中単元別評価基準 

学

期 
月 単元 学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

９ 

 

１章  

企業活動とソフトウェア 

活用 

１節 ビジネスにおける

ソフトウェアの活用 

２節  

ビジネスにおけるソフト

ウェアの進化 

 

２章 情報通信ネットワ 

ークの活用 

１節 情報通信ネットワ

ークの導入と運用 

２節 情報資産の保護 

 

３章 表計算ソフトウェ 

アの活用 

１節 表計算ソフトウ

ェアを用いた情報の集

計と分析 

身近な事例を基にビジネ

スにおけるソフトウェア

の活用を考える学習活動

により，ソフトウェアの

意義と重要性を理解す

る。 

 

 

 

ネットワーク機器の機能

や情報技術の進歩に伴う

通信手段の変化について

理解し，それを活用する

コンピュータやプリンタ

を LAN やインターネット

に接続するための基礎的

な方法や，情報通信ネッ

トワークのシステム障害

に対処するための基本的

な技術を身に付ける。 

ソフトウェアの意義と

重要性について考え，理

解することができたか。 

 

 

情報通信システムの特

徴や処理方式の概要を

理解し，ソフトウェアの

意義や役割を考え，具体

的な利用例を理解する

ことができたか。 

 

ネット通信ビジネスに

おける情報通信システ

ムに関心を持ち，各種決

済システムなどの，ソフ

トウェアの意義や役割

を考え，理解することが

できたか。 

観光ビジネスとソフト

ウェアの活用，各種セン

サーとソフトウェアの

関連などに関心をもち，

概要と目的を理解でき

たか。 

 

ビジネスにおけるソ

フトウェアの役割を

理解し，これを活用

するための知識や技

術を積極的に身に付

けようとする態度を

持ったか。 

 

前期中間考査 

２節 表計算ソフトウェ 

アを用いたオペレーショ 

ンズ 

・リサーチ 

 

 

３節 手続きの自動化 

 

 

 

４章 データベースソフ

トウェアの活用 

１節 ビジネスとデータ

ベース 

２節 データベースの

作成と操作 

表計算ソフトウェアを

通して，オペレーション

ズ・リサーチの基礎を理

解し，目的に応じて適切

な手法を活用する技術を

身に付ける。 

マクロの記録機能を用い

て，手続きの自動化の考

え方を理解し，基本的な

技術を身に付ける。 

 

 

データベースの特徴や基

本的な機能を理解する。 

データベースソフトウェ

アを活用するための知識

表計算ソフトウェアを

通して，情報の集計と分

析について理解し，様々

な方法で分析する能力

を身に付けるとともに，

分析結果を適切に表現

し，主体的かつ協働的に

取り組むことができた

か。 

 

 

 

 

 

データベースの演習に

主体的な姿勢で取り組

み，テーブル・クエ

リ・フォーム・レポー

ト・リレーションシッ

プの作成など，データ

データベースに関心を

持ち，効果的な活用方

法や役割などを説明で

きる思考が身に付いて

いる。 

表計算ソフトウェア

を通して，オペレー

ションズ・リサーチ

の基礎について理解

し，目的に応じて適

切な手法を活用する

技術を身に付けると

ともに，適切に表現

し，主体的かつ協働

的に取り組むことが

できたか。 

 

 

 

 

 

マクロの記録機能を

用いた，手続きの自

動化について理解

し，主体的かつ協働



 

 

 

と技術について理解す

る。 

ベースソフトウェアの

実践的活用のための知

識と技術が身に付いて

いる。 

的に取り組むことが

できたか。 

 

前期期末考査 

 

学

期 
月 単元 学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

後

期 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

３節 手続きの自動化 

 

４節 データベースの構

造 

５ 

 

節 SQLの操作 

 

 

 

 

５章 業務処理用ソ 

フトウェアの活用 

１節 グループウェアの

活用 

２節 販売管理ソフトウ

ェアの活用 

 

 

 

 

 

 

 

３節 給与計算ソフトウ

ェアの活用 

 

 

 

 

 

 

フォームを用い，手続き

を登録する方法を理解

する。 

データベースの構造を

理解する。また，表を正

規化するための手順を

理解する。 

ＳＱＬを用いた汎用的

なデータベースの操作

方法について理解する。 

 

 

 

グループウェアを活用

することの利点と，グル

ープウェアを活用して

効率的に業務を行う方

法について理解する。 

販売管理ソフトウェア

を活用することの利点

と，販売管理ソフトウェ

アを活用して効率的に

業務を行う方法につい

て理解する。 

給与計算ソフトウェア

を活用することの利点

と，給与計算ソフトウェ

アを活用して効率的に

業務を行う方法につい

て理解する。 

 

ユーザーフォームにボ

タンを配置し，これまで

作成したクエリやフォー

ム，レポートを呼び出す

マクロに関する知識と技

術が身についている。 

 

ＳＱＬの演習について自

発的に取り組み，ＳＱＬ

の文法を理解し，データ

ベースを適切に操作する

技術が身に付いている。 

 

グループウェアに関する

知識，技術を身に付け，企

業活動の改善に対する業

務の効率的な処理につい

て，組織の一員としての

役割を果たすため，主体

的かつ協働的に取り組む

ことができたか。 

 

データベースの表や

データ構造など基本的

な知識を理解し，必要

に応じた表の正規化が

できる知識や思考が身

に付いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売管理ソフトウェア

に関する知識，技術を

身に付け，企業活動の

改善に対する業務の効

率的な処理について，

組織の一員としての役

割を果たすため，主体

的かつ協働的に取り組

むことができたか。 

データベースの仕組

みを理解し，これを

活用するための知識

や技術を積極的に身

に付けようとする態

度を持ったか。 

 

 

 

 

 

 

 

グループウェアの利

点を理解し，これを

活用するための知識

や技術を積極的に身

に付けようとする態

度を持ったか。 

 

 

 

 

 

給与計算ソフトウェ

アに関する知識，技

術を身に付け，企業

活動の改善に対する

業務の効率的な処理

について，組織の一

員としての役割を果

たすため，主体的か



 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

つ協働的に取り組む

ことができたか。 

後期中間考査 

６章 情報システムの開

発 

１節 システム開発の基

礎 

 

 

 

 

２節 アルゴリズムの基 

礎 

 

 

 

 

 

 

 

３節 情報システムの開

発演習 

 

 

 

 

 

情報システムの開発に関

する基礎的な知識，技術

について実務に即して理

解するとともに，表計算

ソフトウェアやデータベ

ースソフトウェアによる

情報システムの開発と関

連付けて理解を深める。 

情報システムの開発の中

でのプログラミングにお

いて，コンピュータに指

示を出すための手順であ

るアルゴリズムについて

の基礎的な技術や，プロ

グラミングに必要な関連

する知識，技術を身に付

ける。 

表計算ソフトウェアやデ

ータベースソフトウェア

のプログラミング機能を

利用した簡易な情報シス

テムの開発を通して，企

業活動の改善を科学的な

根拠に基づいて，主体的

かつ協働的に取り組む姿

勢を身に付ける。 

 

一般的に利用されてい

るシステム開発モデル

について，各手法の趣

旨やメリット，デメリ

ットを理解し，適切な

手法を選択することが

できるか。 

 

アルゴリズムを表現す

るための流れ図につい

て，問題解決のために

その技術を利用するこ

とができるか。アルゴ

リズムの各種基礎的な

考え方を理解している

か。 

 

表計算ソフトウェアと

データベースソフトウ

ェアの連携処理を理解

し，情報システムに組

み込む技術を身に付け

ているか。 

 

表計算ソフトウェア

やデータベースソフ

トウェアによる情報

システムの開発にお

いて，どのモデルで

開発を進めるかを，

主体的に考え，思考

することができる

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業活動が抱える課

題を現状分析し，表

計算ソフトウェア，

あるいはデータベー

スソフトウェアのプ

ログラミング機能を

利用して，主体的か

つ協働的に取り組

み，その技術を身に

付けているか。 

 

後期期末考査 

 


